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宮
之
原
謙

(
明
治
三
一
̃
昭
和

五
二
)

は
、
象
萩
・
彩
盛
磁
な
ど

細
微
で
複
雑
な
手
法
で
多
彩
な
モ

チ
ー
フ
を
表
現
し
続
け
た
、
近
代

陶
芸
史
上
に
際
立
っ
た
作
家
の
ひ

と
り
で
す
。

こ
の
作
品
名
の
盛
上
磁
は
、
彩

盛
磁
と
同
義
語
で
、
生
素
地
に
顔

料
を
入
れ
た
彩
土

(
い
ろ
つ
ち
)

を
盛
り
上
げ
て
文
様
を
作
る
陶
芸

技
法
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
盛
り

上
げ
は
、
一
度
で
行
う
と
ヒ
ビ
が

生
じ
や
す
く
、
そ
の
た
め
泥
状
の

も
の
を
数
回
に
分
け
塗
り
上
げ
る

と
い
う
手
間
と
根
気
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
葡
萄
唐
草
と
い
う
伝
統
的

文
様
を
モ
ダ
ン
を
感
覚
で
と
ら
、
え
、

色
調
は
コ
バ
ル
ト
系
の
青
を
主
体

と
し
て
微
妙
な
濃
淡
が
付
け
ち
れ
、

正
円
子

(
純
金
を
精
製
し
た
粕
)

の
ピ
ン
ク
の
ぶ
ど
う
の
房
が
全
体

を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。
あ
た
た

か
味
の
あ
る
優
雅
な
作
品
で
あ
り
、

器
の
フ
ォ
ル
ム
と
色
調
・
文
様
と

が
見
事
に
一
体
化
し
た
戦
前
の
秀

作
で
す
。

富
之
原
は
、
鹿
児
島
市
に
生
ま

れ
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
松
戸
市

に
移
り
制
作
に
つ
と
め
ま
し
た
。

早
く
か
ら
官
展
で
活
躍
し
、
板
谷

波
山
の
系
譜
を
近
代
的
な
鋭
い
感

性
で
表
現
し
っ
づ
げ
、
昭
和
三
十

一
年
に
は
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

(
前
川
公
秀
)



みる・かねる・つくる
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近
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芸
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●
は
じ
め
に

明
治
四
十
年
、
わ
が
国
初
め
て

の
官
展
と
し
て
、
文
部
省
主
催
美

術
展
覧
会

(
文
展
)

が
開
催
さ
れ
、

美
術
界
は
こ
れ
を
契
機
に
著
し
い

発
達
を
み
ま
し
た
が
、
工
芸
の
参

加
は
こ
の
と
き
除
外
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大

正
二
年
、
農
展
(
農
商
務
省
図
案

及
応
用
作
品
展
覧
会
)

が
開
催
さ

れ
る
と
工
芸
家
の
多
く
は
こ
の
展

覧
会
に
出
品
し
ま
し
た
が
、
産
業

工
芸
の
進
展
を
意
図
し
た
同
展
か

ら
、
美
術
工
芸
を
め
ざ
す
工
芸
家

の
関
心
は
し
だ
い
に
ま
た
官
展
へ

と
呼
び
も
ど
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

大
正
十
四
年
、
香
取
秀
真
、
板

谷
波
山
ら
当
時
東
京
の
工
芸
家
の

大
家
が
参
集
し
て
「
工
芸
済
々
会
」

が
作
ら
れ
、
翌
年
に
は
高
村
豊
岡
、

豊
田
勝
秋
ち
金
工
作
家
を
中
心
と

し
た
「
完
型
」
 
、
さ
ら
に
こ
の
元
型

に
板
谷
波
山
ら
や
京
都
の
工
芸
家

が
呼
応
し
て
「
日
本
工
芸
美
術
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
一
連
の
こ

う
し
た
工
芸
家
た
ち
の
活
動
と
そ

の
作
品
は
、
大
正
十
四
年
の
パ
リ

万
国
装
飾
美
術
工
芸
博
覧
会
で
、

日
本
の
工
芸
品
が
受
け
た
酷
評
を

回
復
す
る
に
十
分
な
質
を
備
え
、

工
芸
の
官
展
参
加
の
気
運
は
一
気

に
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

●
束
陶
会
の
結
成

こ
う
し
た
経
過
を
経
て
、
昭
和

二
年
、
ね
が
国
の
工
芸
家
の
宿
願

で
あ
っ
た
帝
展
に
第
4
部

(
美

術
工
芸
)

が
設
立
さ
れ
、
ま
た
同

年
、
関
東
近
在
の
陶
工
が
集
ま
り板谷波山「彩磁延寿文水指」

束
陶
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
束
陶

会
の
設
立
は
、
そ
の
主
要
会
員
で

幹
事
を
つ
と
め
た
大
森
光
彦
が
、

「
東
京
近
郊
は
陶
土
と
か
袖
と
な

る
原
料
の
産
地
を
離
れ
て
不
便
で

あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
陶
芸

家
の
数
も
少
な
く
、
故
に
相
互
の

親
睦
を
厚
く
し
て
、
各
自
の
流
派
、

様
式
の
東
西
を
閉
れ
ず
に
そ
の
研

究
進
展
を
深
め
意
義
あ
る
も
の
に

し
た
い
了

(
要
旨
)

と
後
年
述
懐

し
て
い
る
と
お
り
、
系
統
的
に
は

そ
れ
ぞ
れ
孤
立
し
て
い
た
関
東
の

陶
芸
家
相
互
の
言
お
ぼ
親
睦
的
な

団
体
で
あ
る
と
同
時
に
研
究
を
目

的
と
し
て
組
織
し
た
こ
と
が
ね
か

り
ま
す
。

会
の
顧
問
に
は
板
谷
波
山
、
沼

田
一
雄
、
二
代
宮
川
香
山
の
三
名

が
名
を
連
ね
、
総
勢
二
十
五
、
六

名
の
陶
芸
家
が
こ
れ
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
板
谷
波
山
は
茨
城
県
下

館
市
の
出
身
で
、
東
京
美
術
学
校

を
卒
業
し
石
川
県
工
業
学
校
で
教

壇
に
立
っ
た
後
、
東
京
田
端
に
開

宮II晴山(2代) 「色染付椿に群鳥図花瓶」

窯
し
て
本
格
的
に
陶
芸
の
道
に
入

り
、
大
正
時
代
か
ら
そ
の
世
評
は

高
く
、
帝
展
開
設
時
に
は
審
査
員

を
務
め
る
な
ど
常
に
近
代
日
本
陶

芸
界
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
沼
田
一
雅
は
フ
ラ
ン

ス
セ
ー
ブ
ル
製
陶
所
で
陶
彫
(
彫

刻
的
陶
芸
)

を
学
ん
で
帰
国
し
、

そ
の
技
術
を
い
ち
早
く
日
本
で
紹

介
し
、
そ
の
第
一
人
者
と
し
て
多

く
の
陶
芸
家
に
影
響
を
与
え
た
作

家
で
す
。
ま
た
宮
川
香
山
は
、
横

浜
で
精
密
緻
密
な
陶
磁
器
を
真
葛

焼
と
称
し
て
製
造
し
て
盛
ん
に
輸

出
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
関
東
で

数
多
く
の
優
れ
た
陶
芸
家
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

会
員
に
は
井
高
帰
山
、
井
上
良

斎
、
土
肥
刀
泉
、
大
森
光
彦
、
小

川
雄
平
、
横
山
赤
陽
、
富
之
原
謙
、

安
原
言
明
ゝ
と
一
十
数
名
の
岩
手
作

家
が
集
ま
り
、
ま
た
後
に
は
各
務

鍍
三
ち
の
ガ
ラ
ス
作
家
の
参
加
も

見
ら
れ
ま
す
。

●
会
の
活
動
と
そ
の
成
果

会
の
具
体
的
な
活
動
は
、
結
成

か
ら
二
年
後
の
昭
和
四
年
、
日
本

橋
三
越
を
会
場
に
第
一
回
の
会
員

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
二
十
五

作
家
、
二
一
〇
点
の
作
品
を
展
示

し
、
以
後
毎
年
会
員
展
を
続
け
て

い
ま
す
。

ま
た
昭
和
十
二
年
と
十
三
年
に

は
、
束
陶
会
が
日
本
陶
芸
展
を
開

催
し
、
京
都
、
石
川
、
愛
知
な
ど

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
作
品
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
展
覧
会
の
出
品
作

品
は
地
域
別
に
展
示
さ
れ
て
い
た

た
め
各
地
の
特
色
な
ど
が
よ
く
現

れ
、
会
員
の
作
品
も
陶
芸
伝
統
地

の
作
家
と
比
較
さ
れ
ま
し
た
が
、

束
陶
会
の
会
員
の
作
品
の
水
準
は

従
来
よ
り
格
段
に
高
ま
り
、
陶
芸

先
進
地
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
作

家
が
こ
の
全
国
陶
芸
展
の
な
か
に

数
多
く
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

一
陶
芸
団
体
が
伝
統
の
殻
を
破

●

●



り
全
国
公
募
の
日
本
陶
芸
展
を
企

画
実
施
し
た
こ
と
は
、
陶
芸
界
に

新
風
を
吹
き
込
む
と
と
も
に
、
関

東
の
地
に
確
固
た
る
創
作
活
動
の

基
盤
を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た

会
員
の
な
か
に
は
、
創
作
的
な
作

品
の
制
作
を
目
指
す
も
の
が
増
、
え
、

伝
統
に
と
ら
れ
れ
な
い
自
由
な
作

品
を
発
表
し
続
け
、
そ
の
活
動
は

戦
後
の
陶
芸
界
に
引
き
継
が
れ
て

い
き
ま
し
た
。

ま
た
沼
田
一
雅
を
中
心
に
し
た

陶
彫
作
家
た
ち
は
、
そ
の
技
術
を

ガ
ラ
ス
制
作
技
法
の
一
つ
で
あ
る

パ
ー
ト
・
ド
・
ヴ
ェ
ー
ル
の
開
発

研
究
に
も
陶
彫
の
技
法
を
応
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
東
陶
会

の
活
動
は
、
単
に
陶
芸
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
ガ
ラ
ス
作
品
を
展
覧
会

で
紹
介
す
る
な
ど
、
あ
る
意
味
で

工
芸
の
ほ
か
の
分
野
の
発
展
に
も

寄
与
し
、
新
時
代
の
陶
芸
界
に
創

みる・かたる・つくる

沼田一雅「馬」

●

●

意
と
溌
刺
と
し
た
気
運
を
呼
び
、

工
芸
の
帝
展
参
加
が
果
た
し
た
影

響
と
あ
い
ま
っ
て
、
多
く
の
陶
芸

家
を
東
京
周
辺
に
根
づ
か
せ
、
関

東
の
陶
芸
を
従
来
創
作
陶
芸
の
中

心
地
で
あ
っ
た
京
都
と
肩
を
並
べ

る
ま
で
に
成
長
し
て
い
く
先
駆
け

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
束
陶
会
は
、
日
中
戦

争
の
さ
な
か
太
平
洋
戦
争
に
向
か

う
混
乱
期
ま
で
続
き
、
昭
和
十
四

年
に
解
散
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
第

一
次
の
束
陶
会
は
そ
の
活
動
を
休

止
し
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
、

戦
前
の
主
要
会
員
に
よ
り
会
は
再

結
成
さ
れ
、
そ
の
会
員
た
ち
は
日

展
を
は
じ
め
ね
が
国
の
陶
芸
界
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

●
展
覧
会
に
つ
い
て

こ
の
展
覧
会
は
、
戦
前
の
束
陶

会
に
参
加
し
た
作
家
を
中
心
に
展

示
し
ま
す
。
出
品
作
家
は
、
板
谷

害之原謙「象骸磁盛上花蝶鉢」

波
山
、
富
川
香
山
(
二
代
)
、
沼
田

一
雅
ら
顧
問
を
務
め
た
三
名
の
作

品
を
は
じ
め
、
井
高
帰
山
(
初
代
)
、

井
高
富
美
、
板
谷
梅
樹
、
井
上
良

斎
(
三
代
)
、
大
森
光
彦
、
小
川
雄

平
、
各
務
鉱
三
、
唐
杉
溝
光
、
古

宇
田
正
雄
、
小
葉
外
一
、
竹
内
蘭

山
、
塗
師
淡
斎
、
塙
好
、
水
野
喜

作
(
二
代
)
、
安
原
喜
明
ら
が
い
ま

す
。ま

た
同
じ
く
戦
前
の
東
陶
会
に

参
加
し
た
千
葉
県
ゆ
か
り
の
作
家

と
し
て
、
戦
後
茂
原
市
で
天
然
ガ

ス
に
よ
っ
て
茶
陶
器
を
制
作
し
た

田
中
作
太
郎
(
種
山
)
、
駐
韓
や
築

窯
技
術
に
す
ぐ
れ
、
野
田
市
で
制

作
す
る
辻
川
渉
(
福
田
光
山
)
、
成

田
市
に
生
ま
れ
、
千
葉
県
美
術
会

の
創
設
に
尽
力
し
た
土
肥
刀
泉
、

戦
後
松
戸
市
で
活
動
し
、
優
れ
た

感
性
と
技
術
で
日
本
芸
術
院
賞
を

受
賞
し
た
宮
之
原
謙
、
市
川
市
で

活
動
し
、
茶
陶
器
の
指
導
的
立
場

に
あ
っ
た
横
山
赤
陽

(
朝
陽
)

ら

が
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
富
山
町

で
制
作
し
、
戦
後
の
束
陶
会
の
主

要
作
家
で
あ
っ
た
山
本
正
午
の
作

品
も
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作

家
の
な
か
に
は
、
戦
後
千
葉
県
に

移
住
し
て
き
た
陶
芸
家
も
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
本
県
の
陶
芸
界
の

基
礎
を
築
い
た
陶
芸
家
た
ち
で
す
。

本
展
で
は
、
以
上
の
東
陶
会
関

係
作
家
に
加
え
て
、
明
治
時
代
か

ら
昭
和
に
か
け
て
、
関
東
の
地
で

先
駆
的
な
活
動
を
見
せ
た
、
宮
川

香
山
(
初
代
)
、
竹
本
隼
太
、
市
塚

紫
山
、
加
藤
友
太
郎
ら
の
ほ
か
に

束
陶
会
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
宮

本
憲
吉
、
河
村
晴
山
、
加
藤
土
師

萌
ら
の
作
品
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
、

関
東
で
の
陶
芸
の
流
れ
を
そ
の
作

品
に
よ
っ
て
概
観
し
ま
す
。

(
金
田
雅
成
)

大森光彦「真紅列線文様壷」

★
展
示
作
家
及
び
点
数

三
十
一
作
家
一
六
四
点

★
開
館
時
同

午
前
九
時
̃
午
後
四
時
三
〇
分

(
入
場
は
四
時
ま
で
)

月
曜
日
休
館
(
十
一
月
四
日
は

開
館
し
、
翌
日
休
館
)

★
観
覧
料

一
般
五
〇
〇
円
(
三
〇
〇
円
)
、

高
・
大
学
生
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇

円
)
、
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円
(
七

〇
円
)

(

)
内
は
二
〇
名

以
上
の
団
体
料
金

「
第
五
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
」

作
品
公
募
の
お
知
ら
せ

す
で
に
前
号
の
館
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
「
第
五
回
現
代

日
本
具
象
彫
刻
展
」

の
募
集
要
項

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

ふ
る
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

圏
応
募
資
格

出
身
県
、
経
歴
、
年
齢
を
問
い

ま
せ
ん
。

圏
応
募
作
品

・
平
成
元
年
十
二
月
以
降
に
制
作

さ
れ
た
具
象
的
な
彫
刻
作
品
。

・
規
格
は
二
m
立
方
以
内
。
重
量

二
ト
ン
以
内
。
素
材
不
問
。

園
出
品
料

無
料
(
搬
出
入
の
経
費
は
応
募

者
が
負
担
す
る
こ
と
)

圏
作
品
搬
入
口

平
成
三
年
十
二
月
十
四
日
(
土
)

̃
十
五
日
(
日
)

十
時
̃
四
時

圏
賞
・
入
選

・
大
賞
一
点
(
副
賞
六
百
万
円
)

・
優
秀
賞
二
点
(
〃
各
四
百
万
円
)

・
入
選
=
約
六
〇
点

圏
審
査
結
果
発
表

平
成
四
年
一
月
十
三
日
(
月
)

圏
展
覧
会
会
期

平
成
四
年
二
月
一
日
(
土
)
̃
二

月
二
十
三
日
(
日
)

圏
会

場

千
葉
県
立
美
術
館

◎
応
募
要
項
の
請
求
等
は
、
学
芸

課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



みる・かたる・つくる

薪
収
蔵
作
品
紹
介

〔

害

〕

宇
津
木
雀
聾
作

「
魔
神
著
書
」

(
墨
元
八
九
)

中
高
泰
子
氏
よ
り

石
井
林
響
作

「
ね
ず
み
」

(
色
紙
着
彩
一
九
一
四
)

今
回
の
移
動
美
術
館
は
、
旭
市

民
会
館
と
鴨
川
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
し
ま
す
が
、
展
示
作
品
に

は
、
鴨
川
市
出
身
の
彫
刻
家
長
谷

川
昂
作
「
巨
樹
恥
」
を
は
じ
め
、

洋
画
家
林
倭
衛
作
「
岩
和
田
海
岸
」
 
、

富
田
通
雄
作
「
外
房
鵜
原
」
等
の
外

房
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
含

め
る
な
ど
、
会
場
周
辺
の
人
々
に
、

よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
構
成
を
図

り
ま
し
た
。

作
品
の
内
訳
は
、
館
収
蔵
作
品

の
中
か
ら
日
本
画
五
点
、
洋
画
十

五
点
、
版
画
五
点
、
彫
刻
四
点
、

工
芸
八
点
、
書
四
点
の
ほ
か
、
四

十
三
回
県
展
の
県
展
貨
等
優
秀
作

品
を
五
点
加
え
た
計
四
十
六
点
で

す
。各

会
場
の
開
催
期
間
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
他
市
民
会
館

十
月
三
十
日
(
水
)
̃
十
一
月
十
二

日
(
火
)

九
時
̃
四
時

十
一
月

四
日
(
月
)
、
十
一
日
(
月
)
は
休
館

○
鴨
川
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

十
一
月
十
五
日
(
金
)
̃
二
十
五
日

(
月
)

九
時
̃
五
時
(
入
館
は
四

時
三
十
分
ま
で
)

十
八
日
(
月
)
、

二
十
三
日
(
土
)
は
休
館

※
い
ず
れ
も
無
料

○
特
別
展
「
英
国
水
彩
画
展
」

十
八
世
紀
中
頃
か
ら
約
一
〇
〇

年
間
に
ね
た
る
二
十
一
作
家
一
〇

六
点
に
よ
る
展
観
は
、
英
国
近
代

水
彩
画
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

主
要
作
家
を
再
認
識
す
る
好
機
会

と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
英
国

の
風
土
性
に
根
ざ
し
た
独
特
の
色

調
や
構
成
は
、
鑑
賞
者
の
心
を
深

く
魅
了
し
ま
し
た
。
特
に
本
展
で

は
、
作
品
を
じ
っ
く
り
味
お
う
方

々
が
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
企
画
展
「
安
藤
信
哉
展
」

大
原
町
出
身
の
洋
画
家
安
藤
信

域
の
作
品
五
十
七
点
を
、
時
代
を

追
っ
て
展
観
し
ま
し
た
。
そ
の
多

彩
を
画
風
を
通
じ
て
、
作
者
の
優

れ
た
造
形
感
覚
や
技
量
の
豊
か
さ

を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
彼
に
学
ん
だ
聾
学
校

卒
業
生
の
方
々
も
本
展
の
鑑
賞
や

講
演
会
に
多
く
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
ま
で
に
収
蔵
さ
れ
た
作
品
、

研
究
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
日
本
画
〕

石
井
林
響
作

「
桃
源
」

(
絹
本
着
彩
三
一
三
)

〔
洋

画
〕

石
井
柏
手
作

「
裏
磐
梯
の
秋
」

(
水
彩
元
三
)

鹿
子
木
孟
郎
作

「
風
景
」

(
油
彩
)

「
裸
女
と
野
花
」

(
油
彩
)

〔
工

芸
〕

香
取
秀
真
作

「
銅
製
お
し
ど
り
型
香
合
」(

鋳
金
)

「
鋼
製
猪
型
水
差
し
」

(
鋳
金
)

〔
研
究
資
料
〕

香
取
秀
真
遺
愛
品

「
雲
龍
文
鉄
釜
」

「
鋼
製
風
炉
」

「
銅
製
筆
洗
」

「
銅
製
銭
型
お
守

り
」

「
是
字
瓦
墨
台
」

「
陶
製
朱

肉
入
れ
」

「
硯
」

「
発
現
」

「
携

帯
用
硯
」

「
須
恵
器
高
林
」

「
銅

製
水
滴
」

「
桐
製
箱
」

醒
閤
圏
閣

〔
洋

画
〕

ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

作
「
十
月
、
牧
場
の
夕
べ
」(

油
彩
三
台
)

山
口
よ
し
氏
よ
り

山
口
豊
専
作

「
千
葉
の
男
」

「
海
女
」

「
蟹
」

「
山
水
図
」

「
村
祭
」

〔
洋

画
〕

大
崎
恒
男
氏
よ
り

大
崎
書
生
作

「
渓
流
」

「
初
秋
水
郷
」

〔
研
究
資
料
〕

中
高
泰
子
氏
よ
り

石
井
林
響
作

「
松
茸
」

(
色
紙
着
彩
)

(
色
紙
着
彩
)

(
色
紙
着
彩
)

(
色
紙
着
彩
)

(
色
紙
着
彩
)

(
色
紙
着
彩
)

(
水
彩
五
八
八
)

(
水
彩
一
九
八
九
)

(
版
画
一
九
一
元
)

4

蕾

贈

「英国水彩画展」会場

「
鋼
製
茶
托
」

「
鋼
製
魚
文
筆
置
」

「
鋼
製
蟹
型
筆
置
」

津
田
信
夫
作

「
禰
勤
菩
薩
」

「
雷
吼
一
聾
」

「
猿
」〔

版

画
〕

遠
藤
健
郎
作

「
市
役
所
物
語
」

(
鋳
金
)

(
鋳
金
)

(
鋳
金
)

(
鋳
金
)

(
鋳
金
)

(
鋳
金
)

次
の
作
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

〔
日
本
画
〕

道
守
さ
の
い
氏
よ
り

若
木
山
作

(
リ
ト
グ
ラ
フ
一
九
九
一
)

「
例
」

「
潤
」

「
湧
水
」

「
潜
」

「
山
狭
の
春
」

「
わ
だ
つ
み
」

(
紙
本
着
彩
一
兵
一
)

(
紙
本
着
彩
一
九
六
二
)

(
紙
本
着
彩
一
九
六
四
)

(
紙
本
着
彩
一
矢
六
)

(
紙
本
着
彩
÷
宍
七
)

(
紙
本
着
彩
一
芸
人
)

フォンタネージ「十月、牧場の夕べ」



か
た
る
・
つ
く
る

情
報
資
料
室
だ
よ
り

みる・かたる・つくる

◆
新
収
蔵
図
書
の
お
知
ら
せ

-
寄
贈
図
書
の
御
紹
介
-

本
県
松
戸
市
に
在
住
し
、
近
代

陶
芸
界
の
代
表
的
作
家
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
、

ま
た
県
美
術
会
常
任
理
事
と
し
て

も
尽
力
さ
れ
た
宮
之
原
謙
氏
夫
人

の
初
子
さ
ん
か
ら
、
左
記
の
資
料

を
は
じ
め
と
す
る
図
書
・
図
録
・

雑
誌
な
ど
計
二
一
冊
の
資
料
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
作
品
集

「
日
本
陶
芸
巨
匠
大
観
」

「
彩
華
」

(
第
1
̃
3
期
)

「
美
術
工
芸
大
観
」

(
全
3
巻
)

「
宋
元
寮
生
画
撰
」

「
古
代
外
郭
陶
器
国
語
」

.

「
古
染
付
皿
百
選

前
編
」

「
外
郭
古
陶
器
集
」

「
古
赤
給
皿
百
選

前
編
」

「
世
界
の
日
本
〔
次
代
を
担
う
作

家
た
ち
〕
」

◇
工
芸
理
論
書
類

「
瀬
戸
物
と
美
濃
瀬
戸
」

「
日
本
陶
器
全
書
」
(
全
4
巷
)

「
支
那
陶
器
全
書
」
(
全
4
巻
)

◇
事
典
類

「
本
朝
画
家
人
名
辞
書
」
(
上
・
下
)

「
南
国
同
案
大
辞
典
」
(
全
2
0
巻
)

こ
の
他
、
貴
重
な
資
料
が
多
数

あ
り
ま
す
。
情
報
資
料
室
に
て
御

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

-
購
入
図
書
の
御
紹
介
-

今
年
度
新
た
に
、
左
記
の
図
書

を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御
利
用

く
だ
さ
い
。

◇
作
品
集

「
ダ
リ
全
集
」

(
全
3
巻
)

「
山
本
労
翠
の
世
界
」

「
池
田
満
寿
夫
全
版
画
」

「
日
本
の
漆
芸
」

(
全
6
巻
)

「
パ
ル
テ
ユ
ス
画
集
」

「
モ
ダ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
リ
ー
ズ
」

・
テ
ィ
ヴ
ィ
ツ
ド
・
ス
ミ
ス

・
マ
ル
ク
:
ン
ヤ
ガ
ー
ル

・
ロ
イ
・
リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン

・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ブ
ラ
ン
ク
ー
シ

◇
材
料
・
技
法
書
類

「
絵
の
具
の
科
学
」

「
蘇
る
絵
画
」

◇
美
術
理
論
書
類

「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
叢
書
」

「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」

「
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
」

◇
美
術
史

「
岩
波

日
本
美
術
の
流
れ
」

「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
西
洋
美
術
の
流
れ
」

「
美
術
の
歴
史
」

(
全
2
巻
)

「
明
治
日
本
画
史
料
」

◇
雑
誌
(
古
書
・
復
刻
版
)

「
近
代
美
術
雑
誌
叢
書
」

・
臥
遊
庸
珍

・
東
洋
絵
画
叢
話

(
全
3
巻
)

・
美
術
評
論
(
全
4
巻
)

・
龍
池
会
報
告

(
全
4
巻
)

「
画

論
」
(
全
2
7
冊
揃
)

-
特
別
展

「
近
代
陶
芸
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
」
関
連
図
書
の
御
案
内
-

情
報
資
料
室
で
は
、
特
別
展
「
近

代
陶
芸
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」

に
関
連

し
て
、
近
現
代
の
陶
芸
に
関
す
る

図
書
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
御
利
用
く
だ
さ
い
。
そ
の

一
部
を
次
に
御
紹
介
し
ま
す
。

◇
作
品
集

「
八
木
一
夫
作
品
集
」

「
三
輪
龍
作
の
作
品
集
」

「
板
谷
波
山
」

「
河
合
卯
之
助
の
世
界
」

「
陶
芸

石
黒
宗
麿
作
品
集
」

「
備
前

浦
上
善
次
」

「
陶
芸
の
絵
紋
様
」
下
図
と
絵
付

(
近
代
編
・
現
代
編
)

「
加
守
田
章
二
作
品
集
」

「
清
水
六
兵
衛
作
品
集
」

「
宮
之
原
謙
陶
磁
作
品
集
」

「
近
代
日
本
の
色
絵
磁
器
」

「
日
本
の
赤
絵
」

「
日
本
の
三
彩
と
緑
袖
」

「
現
代
日
本
の
陶
芸
」
(
全
1
 
6
巻
)

「
日
本
の
や
さ
も
の
」
(
全
的
巻
)

「
陶
磁
大
系
」

(
全
1
 
8
巻
)

「
陶
器
講
座
」

(
全
1
 
3
巻
)

◇
材
料
・
技
法
書
類

「
現
代
陶
磁
の
彩
色
技
法
」

「
や
さ
も
の
制
作
の
実
際
」

「
陶
芸
の
伝
統
技
法
」

「
陶
芸
の
土
と
窯
焼
き
」

「
陶
芸
の
稲
葉
」

◇
評
論
・
工
芸
理
論
書
類

「
刻
々
の
炎
」

「
や
さ
も
の
、
こ
の
現
代
」

「
冨
本
憲
吉
著
作
集
」

「
日
本
の
名
随
筆
『
陶
』
」

「
関
東
の
陶
磁
」

◇
事
典
類

「
茶
道
美
術
鑑
賞
辞
典
」

「
陶
磁
用
語
辞
典
」

「
陶
器
大
辞
典
」
(
全
6
巻
)

「
最
新
現
代
陶
芸
作
家
事
典
」

「
原
色
陶
器
大
辞
典
」

「
や
ぎ
も
の
事
典
」

「
陶
磁
器
染
付
文
様
事
典
」

「
京
焼
き
の
文
様
」

(
デ
ザ
イ
ン
集
成
I
・
Ⅱ
)

◇
陶
芸
史

「
薩
摩
焼
年
表
」

「
京
都
窯
芸
史
」

「
京
焼
百
年
の
歩
み
」

一
薫
美
術
講
演
会
諦

本
年
度
予
定
の
五
回
の
美
術
講

一
演
会
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
特
別

一
展
「
英
国
水
彩
画
展
」

と
企
画
展

∵
安
藤
信
哉
展
」
の
開
催
期
間
中

…
に
三
回
実
施
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
、

●
開
室
口

火
̃
金

(
祝
日
・
休

館
日
を
除
く
)

1
 
2
時
半
̃
4
時

半
。
貸
出
し
・
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ

ス
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

作
家
、
作
品
、
技
法
等
に
つ
い
て

時
代
背
景
や
風
土
性
、
あ
る
い
は

自
己
の
体
験
な
ど
を
加
味
し
て
話

が
あ
り
、
美
術
へ
の
興
味
や
親
し

み
を
誘
う
好
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
四
回
美
術
講
演
会
は
、
十
月

五
日
(
土
)
か
ら
開
催
す
る
特
別
展

「
近
代
陶
芸
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」

に

伴
い
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
方
々

が
参
加
さ
れ
、
近
代
陶
芸
の
歩
み

や
特
質
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
時

十
月
十
二
日
(
土
)
二
時

演
題

「
陶
芸
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
ー

新
し
い
陶
芸
の
め
ば
え
」

講
師

樋
田
豊
次
郎
氏

(
東
京
国

立
近
代
美
術
館
主
任
研
究

官
)

※
会
場
は
本
館
講
堂
で
参
加
者
数

は
二
〇
〇
人
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
聴
講
料
は
無
料
で
当
日

先
着
順
で
す
。



みる・かたる・つくる

5
月
よ
り
開
始
し
た
美
術
館
主

催
の
実
技
講
座
の
う
ち
、
こ
れ
ま

で
終
了
し
た
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

0
版
画
講
座

受
講
生
が
拝
ち
寄
っ
た
下
絵
を

も
と
に
、
観
察
や
構
想
を
重
ね
銅

版
画
の
基
礎
的
技
法
の
習
得
に
励

み
ま
し
た
。
(
1
 
2
日
間
)
参
加
者

2
0
人
、
講
師
・
増
田
陽
一
氏
。

〇
日
本
画
講
座

花
や
風
景
を
題
材
に
観
察
や
構

想
を
重
ね
、
日
本
画
の
基
礎
的
技

法
の
習
得
や
多
彩
な
表
現
の
方
法

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
(
1
 
2

日
間
)
参
加
者
2
0
人
、
講
師
・
斉

藤
惇
氏
。

田
津
画
講
座
1

花
、
着
衣
人
物
、
風
景
を
題
材

に
取
り
組
み
、
油
彩
や
水
彩
に
よ

る
表
現
技
法
を
習
得
し
ま
し
た
。

(
1
 
0
日
間
)
参
加
者
0
0
人
、
講
師
・

熊
谷
文
利
氏
。

〇
陶
芸
講
座

成
形
、
素
焼
、
施
紬
、
本
焼
成

と
い
う
陶
芸
の
各
工
程
の
意
味
や

方
法
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
信
楽
土
を
素
材
に

花
器
や
食
器
等
を
制
作
し
ま
し
た
。

(
9
日
間
)
参
加
者
0
0
人
、
講
師
・

明
石
昇
氏
。

0
洋
画
講
座
2

セ
ミ
ヌ
ー
ド
に
よ
る
バ
レ
リ
ー

ナ
及
び
ヌ
ー
ド
の
油
彩
表
現
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
(
1
 
0
日
間
)
参

加
者
0
0
人
、
講
師
・
松
沢
茂
雄
氏
。

0
彫
刻
諸
座

直
径
2
0
̃
0
0
叩
、
高
さ
4
0
伽
の
1

丸
太
を
素
材
に
、
人
物
の
頭
像
を

制
作
す
る
過
程
を
通
し
て
、
木
彫

の
基
礎
的
技
法
の
習
得
に
励
み
ま

し
た
。
(
1
 
2
日
間
)
参
加
者
1
 
3
人
、

棄援護塵 ∴.芦∴案内: 

講
師
・
渋
谷
三
朗
氏
。

御
多
忙
な
中
か
ら
、

本
講
座
の
た
め
に
時
間

を
裂
い
て
い
た
だ
い
た

講
師
の
諸
先
生
方
に
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す

と
共
に
、
受
講
生
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
事
故
な

く
終
了
で
き
ま
し
た
こ

と
を
感
謝
致
し
ま
す
。

〇
洋
画
講
座
3

(
水
彩
)

経
験
者
を
対
象
に
、
水
彩
画
の

基
礎
的
技
法
や
よ
り
幅
広
い
表
現

力
や
創
作
力
を
習
得
さ
せ
ま
す
。

会
期
、
1
月
2
2
日
̃
2
月
8
日
(
的

日
間
)
定
員
3
0
人
。
申
込
締
切
、

1
月
8
日
。
講
師
二
戸
田
儀
夫
氏
。

0
金
工
講
座

経
験
者
を
対
象
に
、
鋼
板
を
素

材
に
レ
リ
ー
フ
の
制
作
を
通
し
て

金
工
の
基
礎
的
技
法
を
習
得
さ
せ

ま
す
。
会
期
、
1
月
2
8
日
̃
2
月

月
1
3
日

(
1
2
日
間
)
定
員
1
5
人
。

申
込
締
切
、
1
月
1
 
4
日
。
講
師
・

小
林
正
利
氏
。

(
申
込
方
法
)

往
復
は
が
き
に
、
希
望
講
座
名
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
美
術
館
普
及
課
ま
で
。

い
ず
れ
の
講
座
も
定
員
を
越
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
年
度
内

に
次
の
三
講
座
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
御
案
内

致
し
ま
す
。

回
書
芸
講
座

経
験
者
を
対
象
に
、
漢
字
の
実

習
を
通
し
て
、
書
の
基
礎
的
技
法

を
習
得
さ
せ
ま
す
。
会
期
1
 
2
月
4
・

5
・
6
日

(
6
日
間
)
定
員
2
5
人
。

申
込
締
切
、
u
月
2
0
日
。
講
師
・

中
村
象
閣
氏
。

座講刻彫

6

5

6
・
1
5

6
・
1
8

6
・
1
9

6
・
2
1

6
・
2
2

6
・
2
5

6
・
2
6

7
・

3

7
・
6

1
・
1
0

7
・
1
7

7
・
2
1

1
・
2
 
7

7
・
2
 
9

日
本
画
講
座

(
̃
2
0

講
師

斉
藤
惇
氏
)

特
別
展
「
英
国
水
彩
画

展
」

(
̃
了
・
2
1
)

洋
画
講
座
1

(
̃
3
0

講
師

熊
谷
文
利
氏
)

展
示
室
利
用
団
体
事
前

協
議
会

美
術
館
協
議
会

第
1
回
美
術
講
演
会

(
講
師

友
部
直
氏
)

県
立
美
術
館
博
物
館
学

芸
課
普
及
課
職
員
研
修

第
1
回
調
査
研
究
員
会

陶
芸
講
座
(
̃
2
7

講

師

明
石
昇
氏
)

第
2
回
美
術
講
演
会

(
講
師

戸
田
健
夫
氏
)

洋
画
講
座
2

(
̃
2
5

講
師

松
沢
茂
雄
氏
)

移
動
美
術
館
打
合
せ
会

フ
ィ
ッ
ツ
ウ
イ
リ
ア
ム

美
術
館
応
用
美
術
部
長

ク
ラ
イ
ト
ン
氏
来
館

(
̃
2
2
)

企
画
展
「
安
藤
信
哉
展
」

(
̃
9
・
8
)

常
設
収
蔵
作
品
展
第
Ⅱ

期

(
̃
9
・
8
)

博
物
館
実
習
一
′
 
̃
8
・

3

1
人
)

8
・
1

茂
原
市
教
育
委
員
会
研

修
生
受
入
れ

(
̃
的
・

3
1

1
人
)

8
・
2

彫
刻
講
座

(
̃
8
・
2
5

講
師

渋
谷
三
朗
氏
)

8
・
1
 
0

第
2
回
美
術
講
演
会

(
講
師

工
藤
和
男
氏
)

8
・
2
0

第
2
回
調
査
研
究
員
会

職

員

異

動

左
記
の
職
員
が
転
出
し
ま
し
た
。

1
月
3
1
日
付

中
村
博
史
(
研
究
員
←
千
葉
市
厚

生
課
副
主
査
)

9
月
1
日
付

篠
原
恒
雄
(
主
任
運
転
手
-
県
教

育
庁
総
務
企
画
課
主

任
運
転
手
)

く交通案内〉

● J R総武線「千葉駅」より「千葉ポートタワー行」

バス15分「美術館・郵便局前」下車徒歩1分

● J R京葉線「千葉みなと」駅下車徒歩8分

京 喜)章 寄飯場職 場爪i章 

子細.裏 戸 

璽 千葉鳩豊美筋館 
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干 
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圏日 中● 青雲多 91手書葛 

●[園 "青葉 
尖 二〕 

手車ポートクワ- 

中央Iil支局 
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